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資料２ 



水銀使用製品における製品表示等の情報提供の方法に関するヒアリング 

質問項目 

 

１．水銀使用製品の情報提供に関する取組の現状 

（１）水銀使用製品に関する情報提供に関し、貴団体及び加盟企業でこれまでに行っている又は

今後予定している取組として、中間ユーザー（組込製品の製造事業者）に対する情報提供

（B to B）と、最終ユーザー（一般消費者・事業者等）に対する情報提供（B to C）の各々

について御教示ください。また、組込製品の製造事業者、自治体、廃棄物処理事業者等と

連携して行っている情報提供があれば、併せて御教示ください。 

 

(a) 情報提供の内容（例：水銀が使用されていること、水銀含有量（重量、濃度）、水銀が

含まれる製品箇所、分別・回収の重要性等） 

(b) 情報提供の方法（例：製品本体等への表示（製品本体、製品パッケージ、取扱説明書へ

の表示等）、製品への直接表示以外の情報提供（店頭或いはウェブサイトを用いた情報提

供等）これらの複合型） 

(c) 情報提供の実施時期 

(d) 業界としての取組促進策（事業者間の連携促進、先進事例の共有、中小企業である製造

事業者の取組への支援など） 

 

（２）水銀使用製品が部品又は材料として用いられている組込製品に関し、貴団体、加盟企業及

び組込製品の製造事業者等でこれまでに行っている又は今後予定している取組について御

教示ください。 

 

(a) 情報提供の内容（例：水銀が使用されていること、水銀含有量（重量、濃度）、水銀が

含まれる製品箇所、分別・回収の重要性等） 

(b) 情報提供の方法（例：製品本体等への表示（製品本体、製品パッケージ、取扱説明書へ

の表示等）、製品への直接表示以外の情報提供（店頭或いはウェブサイトを用いた情報提

供等）これらの複合型） 

(c) 情報提供の実施時期 

(d) 業界としての取組促進策（事業者間の連携促進、先進事例の共有、中小企業である製造

事業者の取組への支援など） 

 

 

 

 

 



２．水銀使用製品に関する情報提供を検討していくにあたって、留意すべき点及びその理由を製

品別に御教示ください。ユーザー（組込製品の製造事業者）に対する情報提供（B to B）と、

最終ユーザー（一般消費者・事業者等）に対する情報提供（B to C）の両方について御教示

ください。 

 

(a) 情報提供の内容（例：水銀が使用されていること、水銀含有量（重量、濃度）、水銀が

含まれる製品箇所、分別・回収の重要性等） 

(b) 情報提供の方法（例：製品本体等への表示（製品本体、製品パッケージ、取扱説明書へ

の表示等）、製品への直接表示以外の情報提供（店頭或いはウェブサイトを用いた情報提

供等）これらの複合型） 

(c) 情報提供の開始時期 

(d) 事業者の表示等のコスト 

(e) 国内外の既存の表示例との整合性 

(f) 業界としての取組促進策（事業者間の連携促進、先進事例の共有、中小企業である製造

事業者の取組への支援など） 

 

３．上記の他に留意事項があれば、製品別にご教示ください。 

 

以上 
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（別途配布資料） 

 家庭向け  水銀使用ランプの分別・回収啓発パンフレット 

 事業者向け 水銀使用ランプの分別・回収啓発パンフレット 
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ランプに関する情報1 

（日本照明工業会） 

 

１．日本照明工業会の概要 

（１）会員数：196 社 

（２）会員のうち、水銀含有ランプの製造事業者は 42 社（2015 年 11 月現在。全て国内事業者） 

（３）上記の製造事業者 42 社のうち、中小企業は 26 社 

 

２．ランプに関する情報 

（１）製造量、輸入量、一製品当たりの水銀使用量の推移、B to B と B to C の割合2 

 水銀添加ランプの生産数量の推移は以下のとおりである。 

 
（出典：2014 年 9 月 12 日「水銀に関する水俣条約対応検討小委員会（第 2 回）事業者ヒアリング資料」） 

 
 
 
 

 水銀添加ランプの輸出入量の推移は以下のとおりである。 
                                                   
1 2014 年 9 月 12 日「水銀に関する水俣条約対応検討小委員会（第 2 回）事業者ヒアリング資料」、2014
年 12 月 11 日ヒアリング結果、2015 年 2 月 23 日「平成 26 年度第１回水銀条約対応技術的事項検討会

ヒアリング資料」に基づく 
2 B to B：部品又は材料として他の製品に用いられるものとして、組込製品の製造事業者（中間ユーザ

ー）に販売されるもの、B to C：最終製品のユーザーに販売されるもの 

資料２－１別添 



8 

 
（出典：2014 年 9 月 12 日「水銀に関する水俣条約対応検討小委員会（第 2 回）事業者ヒアリング資料」） 

 
 水銀添加ランプの水銀含有量は以下のとおりである。 

種類 ランプ 水銀含有量 

蛍光ランプ 直管形蛍光ランプ、環形蛍光ランプ、コン

パクト形蛍光ランプ、電球形蛍光ランプな

ど 

3～30mg 

冷陰極蛍光ランプ 冷陰極蛍光ランプ 
3～15 mg 

 外部電極蛍光ランプ 

蛍光ランプ以外の低

圧放電ランプ 

殺菌ランプ 5～15 mg 

低圧 UV ランプ 10～500 mg 

 紫外線放射ランプ 10～5,000mg 

 ホローカソードランプ 10 mg 

 ペンレイランプ 5 mg 

一般照明用HIDラン

プ 

高圧水銀蒸気ランプ（HPMV） 10～300 mg 

メタルハライドランプ 10～120 mg 

 高圧ナトリウムランプ 20～40mg 

産業用 HID ランプ プロジェクタ用ランプ 10～100 mg 

 超高圧 UV ランプ 100 mg～120 g 

 高圧 UV ランプ 15 mg～3,500 mg 
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種類 ランプ 水銀含有量 

 舞台照明用ランプ 4～25 mg 

 投光用ランプ 12～70 mg 

 

 また、蛍光ランプの平均水銀使用量の推移は以下のとおりである。 

 

 

（２）会員企業の国内市場カバー率3 

 会員の国内市場カバー率は 90％以上である。 

 

（３）今後の製造量・輸入量、製造・輸入時期の見込み、市中での販売時期の見込み 

 照明器具及び水銀添加ランプの国内出荷数量の今後の見通しは以下のとおりである。 

                                                   
3 国内市場カバー率：（貴団体の加盟企業による日本国内での製造量＋日本への輸入量）÷（日本国内

での総製造量＋逆輸入量） 
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（出典：2014 年 9 月 12 日「水銀に関する水俣条約対応検討小委員会（第 2 回）事業者ヒアリング資料」） 

 
 また輸出については（１）の図にあるとおり、バックライト用冷陰極蛍光ランプの LED 化に

より大幅に減少しており、今後も減少が見込まれる。輸入は全般に少なく、2008 年をピーク

に減少傾向にあり、今後も LED 化等に伴い減少が見込まれる。 

 LED 化に関しては、工業会でも「照明成長戦略 2020」4を打ち出している。水銀ランプの

水銀含有量削減よりも、LED 化促進に注力していきたいと考えている。照明器具が代替

されないと、器具に使用されるランプも変わらないため、LED 化促進にあたっては、蛍

光ランプ用の器具を減らしていくことが必要である。 

 

以上 

 

 

  

                                                   
4 http://www.jlma.or.jp/information/LV2020_web.pdf 
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ボタン形電池に関する情報5 

（電池工業会） 

 

１．電池工業会の概要 

（１）会員数：正会員 15 社、賛助会員 85 社 

（２）会員のうち、ボタン形電池の製造事業者は 10 社（2015 年 11 月現在。うち国内事業者 8 社） 

（３）上記の製造事業者 10 社のうち、中小企業は 1 社 

 

２．ボタン形電池に関する情報 

（１）製造量、輸入量、一製品当たりの水銀使用量の推移、B to B と B to C の割合 

 会員によるボタン形電池の生産量の推移は以下のとおりである。 

 

（出典：2014 年 9 月 12 日「水銀に関する水俣条約対応検討小委員会（第 2 回）事業者ヒアリング資料」） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
5 2014 年 9 月 12 日「水銀に関する水俣条約対応検討小委員会（第 2 回）事業者ヒアリング資料」、2015
年 2 月 23 日「平成 26 年度第１回水銀条約対応技術的事項検討会ヒアリング資料」に基づく 

資料２－２別添 
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 ボタン形電池の輸出入量は以下のとおりである。 

 

（出典：2014 年 9 月 12 日「水銀に関する水俣条約対応検討小委員会（第 2 回）事業者ヒアリング資料」） 

 

 生産量のうち、B to B と B to C の割合は以下のとおりである。 

電池の種類 B to B と B to C の割合 

ボタン形アルカリ電池 39：61（但し国内出荷に占める割合。輸出の内訳は不明） 

ボタン形酸化銀電池 95：5（但し国内出荷に占める割合。輸出の内訳は不明） 

ボタン形空気亜鉛電池 組み込まれて出荷されるものが無いため、全て B to C 

 

（２）会員企業の国内市場カバー率 

 会員の国内市場カバー率は、酸化銀電池と空気亜鉛電池は 90％程度と見られるが、アルカリ

ボタン電池については輸入データがないため、不明である。 

以上 
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事業者ヒアリング用資料 

（一社）日本医療機器産業連合会 

平成 27年 11 月 27 日 

 

１．水銀使用製品の情報提供に関する取組の現状 

(a) 情報提供の内容 

水銀が使用されていること、水銀が含まれる製品箇所、取扱・廃棄上の注意事項。 

(b) 情報提供の方法 

名称（水銀血圧計）にて水銀含有していることを表示。 

添付文書（医薬品医療機器等法 第 52 条）への記載、及び廃棄時の注意事項を記

載したラベルの製品への貼付。 

(c) 情報提供の実施時期 

上記の添付文書やラベルにて情報提供を実施中。 

(d) 業界としての取組促進策 

特になし。 

（既に、当該製品の情報については、製品や取扱説明書等で表示されているため） 

 

２．水銀使用製品に関する情報提供を行うにあたっての留意点及びその理由 

○水銀血圧計の適正な廃棄処理方法やその重要性 

（水銀含有量が多く、不適正な処理が行われた際の影響が大きいため） 

 

以上 

 

  

資料２－３ 
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水銀血圧計 表示ラベルの例 
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水銀血圧計に関する情報6 

（日本医療機器産業連合会） 

 

１．日本医療機器産業連合会の概要 

（１）会員数：4,370 社 

（２）会員のうち、水銀血圧計の取扱事業者は 1 社 

（３）上記の取扱事業者 1 社は中小企業 

 

２．水銀血圧計に関する情報 

（１）製造量、輸入量、一製品当たりの水銀使用量の推移 

 水銀血圧計の製造・輸出入量は以下のとおりである。 

分類 
製造量 

（個） 

輸入量 

（個） 

出荷量（個） 

計 国内 輸出 

水銀血圧計 32,311 636 32,980 16,098 16,882 

（参考）アネロイド式 121,866 724 123,059 32,423 90,636 

（参考）電子非観血式 764,131 5,262,237 6,056,494 3,276,115 2,780,379 

（2013 年 薬事工業生産動態統計年報データ） 

 

 水銀血圧計１台あたりに使用される水銀量は平均 47.6 g-Hg である。 

 

（２）会員企業の国内市場カバー率 

 会員の国内市場カバー率は 81％（2013 年薬事工業生産動態統計年報データを基に算出） 

                

（３）今後の製造量・輸入量、製造・輸入時期の見込み、市中での販売時期の見込み 

 従来、看護学校等に向けては、基礎看護学において血圧測定の基礎として水銀血圧計を使用

していること、開業医を中心に現在も医療現場で使用される機会が多いことより、水銀血圧

計の販売を重視してきたが、条約発効に伴う製造中止を見据え、ここ数年は水銀フリー製品

に販売を移行させている。 

 既に関連業者（主に下請け等）に対して、2020 年で製造を中止する旨を連絡している。下請

け業者は零細企業が多く、次の事業展開における猶予期間を十分に設ける等の対応が必要で

ある。 

以上 

 

  

                                                   
6 2014 年 9 月 12 日付「水銀に関する水俣条約対応検討小委員会（第 2 回）事業者ヒアリング資料」、

2015 年 2 月 23 日付「平成 26 年度第１回水銀条約対応技術的事項検討会ヒアリング資料」（日本医療機

器産業連合会）に基づく 

資料２－３別添 
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